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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第56期
第２四半期
連結累計期間

第57期
第２四半期
連結累計期間

第56期

会計期間

自 平成27年
  ４月１日
至 平成27年
  ９月30日

自 平成28年
  ４月１日
至 平成28年
  ９月30日

自 平成27年
  ４月１日
至 平成28年
  ３月31日

売上高 （百万円） 8,716 8,361 16,563

経常利益 （百万円） 305 69 210

親会社株主に帰属する四半期

（当期）純利益又は親会社株主

に帰属する四半期純損失（△）

（百万円） 202 △215 43

四半期包括利益又は包括利益 （百万円） 256 △279 2

純資産額 （百万円） 14,693 14,120 14,438

総資産額 （百万円） 17,866 16,887 17,334

１株当たり四半期（当期）純利

益金額又は１株当たり四半期純

損失金額（△）

（円） 10.44 △11.09 2.24

潜在株式調整後１株当たり四半

期（当期）純利益金額
（円） － － －

自己資本比率 （％） 82.2 83.6 83.3

営業活動による

キャッシュ・フロー
（百万円） 609 194 356

投資活動による

キャッシュ・フロー
（百万円） △50 △259 △120

財務活動による

キャッシュ・フロー
（百万円） △74 △127 △163

現金及び現金同等物の四半期末

（期末）残高
（百万円） 2,387 1,780 1,975

 

回次
第56期
第２四半期
連結会計期間

第57期
第２四半期
連結会計期間

会計期間

自 平成27年
７月１日

至 平成27年
９月30日

自 平成28年
７月１日

至 平成28年
９月30日

１株当たり四半期純利益金額又

は１株当たり四半期純損失金額

（△）

（円） 7.52 △6.09

　（注）１．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

２．売上高には、消費税等は含んでおりません。

３．第56期第２四半期連結累計期間及び第56期の潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益金額について

は、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

第57期第２四半期連結累計期間の潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、１株当たり四半

期純損失金額であり、また、潜在株式が存在しないため記載しておりません。
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２【事業の内容】

　当第２四半期連結累計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）が営む事業の内容について、重要

な変更はありません。また、主要な関係会社における異動もありません。
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第２【事業の状況】

１【事業等のリスク】

　当第２四半期連結累計期間において、新たな事業等のリスクの発生、又は、前事業年度の有価証券報告書に記載し

た事業等のリスクについての重要な変更はありません。

 

２【経営上の重要な契約等】

　当第２四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。

 

３【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

　文中の将来に関する事項は、当四半期連結会計期間の末日現在において当社グループ（当社及び連結子会社）が判

断したものであります。

 

（１）業績の状況

当第２四半期連結累計期間におけるわが国経済は、企業収益や雇用・所得環境に改善が見られるものの、内外

の金融・経済情勢の不確実性の高まり、内外需の低迷や円高などを背景に、国内景気は依然として先行き不透明

な状況が続いております。また、家計部門における可処分所得の伸び悩みや将来の負担増に対する防衛意識の高

まりにより、個人消費は足踏み状態で推移いたしました。眼鏡小売市場は、消費者の節約志向の高まりから消費

マインドの低迷が続くなか、企業間競争の激化と相まって、厳しい経営環境が続いております。

 

このような状況のもと当社グループは、当期を将来に向けた成長基盤を構築する事業年度として位置づけ、営

業体制の整備や顧客層の見直しに取り組んでまいりました。

 

当第２四半期連結累計期間の経営成績は、主に眼鏡小売事業における低価格帯商品の販売数の伸び悩み等によ

り、売上高は8,361百万円（前年同四半期比4.1％減）と前年同期を下回る結果となり、売上総利益率は0.6％減

少しました。また、販売費及び一般管理費の節減に努めましたが、各種広告媒体の利用に伴う広告宣伝費や既存

店の活性化投資などが増加しました。また、保有する固定資産について、「固定資産の減損に係る会計基準」に

基づき、資産の将来の回収可能性を検討した結果、減損損失232百万円を特別損失として計上いたしました。こ

の結果、営業利益は33百万円（前年同四半期比86.4％減）、経常利益は69百万円（前年同四半期比77.2％減）、

親会社株主に帰属する四半期純損失は215百万円（前年同四半期は親会社株主に帰属する四半期純利益202百万

円）となりました。今後とも売上増進と経費コントロールに取り組み、収益基盤の改善を図ってまいります。
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　当社グループにおける報告セグメントごとの状況は次のとおりです。

 

［眼鏡小売事業］

当社グループの中核事業である国内眼鏡小売事業につきましては、「ＮＥＷ愛眼プロジェクト」で築き上げた

ヤング・ニューファミリー層の営業基盤の維持を図りながら、ミドル・シニア層への接遇の強化を併行して進め

ております。個人のライフスタイルや価値観の変化に伴い趣味・スポーツ熱や健康意識の高まりなどの社会変化

に対応し、特に、ミドル・シニア層に対しては、眼鏡専門店として自信をもって提供してきた「視力補正技術」

をアピールしながら、材質・機能・デザインなどコストパフォーマンスに優れた商品の品揃えの拡充と接客サー

ビス面の強化など様々な施策に取り組んでまいりました。

商品に関しては、「目の健康」をテーマとした快適で機能的な高付加価値商品を新たに開発し、お客様にとっ

て安心でお買い得な商品の充実に努め、幅広い年齢層の多様なニーズに対応してまいりました。

売上高に関しては、眼鏡の品揃えの充実、丁寧なアドバイスや接客の推進によって販売単価が回復しつつあり

ますが、低価格帯商品の販売数が伸び悩んだことや、前期及び当期に実施した店舗閉鎖による売上減少の影響が

あり、減収となりました。品種別では、サングラスが、品揃えの充実とそれに沿った販促の強化により、売上高

は堅調に推移しました。また、補聴器の売上高は、前年同期の大幅な伸長の影響で、前年同期比では伸び悩みま

したが、お客様の満足度向上を目指しアフターサービスのさらなる強化と認知度の向上に取り組んでまいりま

す。

店舗に関しては、２店舗を出店、10店舗を閉店し、10店舗で改装を実施しました。

この結果、眼鏡小売事業における売上高は7,944百万円（前年同四半期比4.2％減）、セグメント利益は103百

万円（前年同四半期比63.4％減）となりました。

 

［写真館事業］

直営の写真館（名称：愛写館）３店舗を営む写真館事業は、幅広い年代のお客様の記念写真・家族写真の撮影

やアルバム制作をはじめ、美容着付け、衣装レンタルなどにも対応する総合写真館をコンセプトに、子供写真は

もとより成人式振袖記念写真など大人の撮影メニューも豊富に揃え、写真データの購入も可能となるなどお客様

の満足度向上を図っております。当期においては、成人式振袖着物レンタルメニューを充実させるため、ローラ

ブランド振袖に加え、藤田ニコルブランド振袖などを新たに導入し集客拡大に努めました。

この結果、写真館事業における売上高は55百万円（前年同四半期比4.9％増）、セグメント損失は23百万円

（前年同四半期はセグメント損失19百万円）となりました。
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（２）財政状態の状況

　当第２四半期連結会計期間末の資産合計は16,887百万円、負債合計は2,767百万円、純資産合計は14,120百万

円となりました。前連結会計年度末に比べ負債合計が129百万円減少し、純資産合計が318百万円減少した結果、

自己資本比率は83.6％となりました。

 

（３）キャッシュ・フローの状況

　現金及び現金同等物の当第２四半期連結累計期間末残高は、1,780百万円となりました。

　当第２四半期連結累計期間における各キャッシュ・フローの状況とそれらの要因は次のとおりであります。

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

　営業活動におけるキャッシュ・フローは194百万円（前年同四半期比68.1％減）となりました。

　これは主に、税金等調整前四半期純損失164百万円、減損損失232百万円及び減価償却費105百万円によるも

のであります。

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

　投資活動におけるキャッシュ・フローは△259百万円（前年同四半期は△50百万円）となりました。

　これは主に、投資有価証券の取得による支出△202百万円によるものであります。

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

　財務活動におけるキャッシュ・フローは△127百万円（前年同四半期は△74百万円）となりました。

　これは主に、リース債務の返済による支出△59百万円、配当金の支払額△38百万円及び長期借入金の返済に

よる支出△30百万円によるものであります。

 

（４）事業上及び財務上の対処すべき課題

　当第２四半期連結累計期間において、当社グループ（当社及び連結子会社）が対処すべき課題について重要な

変更はありません。

 

（５）研究開発活動

　該当事項はありません。
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（６）主要な設備

　設備計画の完了

①新設

　前連結会計年度末において計画中であった重要な設備の新設について、当第２四半期連結累計期間に完了した

ものは、次のとおりであります。

地域別 事業所数 設備の内容 完了年月
投資金額

（百万円）

関東地域 営業店１店 眼鏡店舗 平成28年６月 　27

近畿地域 営業店１店 眼鏡店舗 平成28年４月 　31

計 － － － 　59

　（注）上記金額には、消費税等を含んでおりません。

 

②改修

　前連結会計年度末において計画中であった重要な設備の改修について、当第２四半期連結累計期間に完了した

ものは、次のとおりであります。

地域別 事業所数 設備の内容 完了年月
投資金額

（百万円）

関東地域 営業店１店 眼鏡店舗 平成28年４月 　5

中部地域 営業店２店 眼鏡店舗 平成28年５月～平成28年６月 　24

近畿地域 営業店２店 眼鏡店舗 平成28年９月 　27

中国・四国

・九州地域
営業店１店 眼鏡店舗 平成28年８月 　13

計 － － － 　71

　（注）上記金額には、消費税等を含んでおりません。
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第３【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 60,000,000

計 60,000,000

 

②【発行済株式】

種類
第２四半期会計期間末現
在発行数（株）
（平成28年９月30日）

提出日現在発行数（株）
（平成28年11月14日）

上場金融商品取引所名又
は登録認可金融商品取引
業協会名

内容

普通株式 21,076,154 21,076,154
東京証券取引所

市場第一部

単元株式数

100株

計 21,076,154 21,076,154 － －

 

（２）【新株予約権等の状況】

　該当事項はありません。

 

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

 

（４）【ライツプランの内容】

　該当事項はありません。

 

（５）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式　
総数増減数
（株）

発行済株式　
総数残高
（株）

資本金増減額
（百万円）

資本金残高
（百万円）

資本準備金　
増減額　　
（百万円）

資本準備金　
残高　　　
（百万円）

平成28年７月１日～

平成28年９月30日
－ 21,076,154 － 5,478 － 6,962
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（６）【大株主の状況】

  平成28年９月30日現在

氏名又は名称 住所
所有株式数
（千株）

発行済株式総数
に対する所有株
式数の割合(％)

有限会社佐々興産 大阪市生野区勝山北１丁目18－９ 2,138 10.15

愛眼従業員持株会 大阪市天王寺区大道４丁目９－12 1,115 5.29

愛眼共栄会 大阪市天王寺区大道４丁目９－12 885 4.20

佐々　栄治 大阪市生野区 665 3.16

株式会社瑞 堺市南区鴨谷台１丁27－２ 635 3.01

佐々　善二郎 横浜市港南区 443 2.10

佐々　千恵子 大阪市生野区 442 2.10

下條　千一 堺市南区 328 1.56

セイコーオプティカルプロダクツ株

式会社
東京都中央区八丁堀１丁目９－９号 298 1.42

佐々　昌俊 大阪市生野区 273 1.30

計 － 7,226 34.29

　（注）１.上記のほか、自己株式が1,667千株あります。

２.下條千一氏は、平成28年７月10日に逝去されましたが、平成28年９月30日現在、名義変更手続が未了のた

め、株主名簿上の名義に基づき記載しております。
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（７）【議決権の状況】

①【発行済株式】

平成28年９月30日現在
 

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式 － － －

議決権制限株式（自己株式等） － － －

議決権制限株式（その他） － － －

完全議決権株式（自己株式等）
（自己保有株式）

普通株式  1,667,500
－ －

完全議決権株式（その他） 普通株式 19,384,900 193,849 －

単元未満株式 普通株式     23,754 － －

発行済株式総数          21,076,154 － －

総株主の議決権 － 193,849 －

　（注）　「完全議決権株式（その他）」の欄には、証券保管振替機構名義の株式が500株（議決権の数5個）含まれてお

ります。

②【自己株式等】

平成28年９月30日現在
 

所有者の氏名又
は名称

所有者の住所
自己名義所有株
式数（株）

他人名義所有株
式数（株）

所有株式数の合
計（株）

発行済株式総数に
対する所有株式数
の割合（％）

愛眼株式会社
大阪市天王寺区大

道四丁目９番12号
1,667,500 － 1,667,500 7.91

計 － 1,667,500 － 1,667,500 7.91

 

２【役員の状況】

　該当事項はありません。
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第４【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について
　当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣

府令第64号）に基づいて作成しております。

 

２．監査証明について
　　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第２四半期連結会計期間（平成28年７月１日から

平成28年９月30日まで）及び第２四半期連結累計期間（平成28年４月１日から平成28年９月30日まで）に係る四半

期連結財務諸表について有限責任 あずさ監査法人による四半期レビューを受けております。
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１【四半期連結財務諸表】

（１）【四半期連結貸借対照表】

  （単位：百万円）

 
前連結会計年度
(平成28年３月31日)

当第２四半期連結会計期間
(平成28年９月30日)

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 4,749 4,536

受取手形及び売掛金 760 682

商品及び製品 2,261 2,243

原材料及び貯蔵品 24 35

その他 243 260

貸倒引当金 △5 △5

流動資産合計 8,035 7,753

固定資産   

有形固定資産   

建物及び構築物（純額） 1,062 1,065

土地 1,900 1,887

リース資産（純額） 81 42

その他（純額） 84 74

有形固定資産合計 3,128 3,070

無形固定資産   

リース資産 138 63

その他 31 16

無形固定資産合計 169 79

投資その他の資産   

投資有価証券 1,607 1,741

敷金及び保証金 3,715 3,574

その他 677 667

投資その他の資産合計 6,000 5,983

固定資産合計 9,299 9,133

資産合計 17,334 16,887
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  （単位：百万円）

 
前連結会計年度
(平成28年３月31日)

当第２四半期連結会計期間
(平成28年９月30日)

負債の部   

流動負債   

支払手形及び買掛金 494 496

1年内返済予定の長期借入金 60 255

未払法人税等 148 117

賞与引当金 54 62

その他 986 992

流動負債合計 1,742 1,923

固定負債   

長期借入金 225 －

繰延税金負債 52 34

再評価に係る繰延税金負債 6 6

資産除去債務 339 333

リース債務 359 299

その他 171 169

固定負債合計 1,153 843

負債合計 2,896 2,767

純資産の部   

株主資本   

資本金 5,478 5,478

資本剰余金 6,962 6,962

利益剰余金 5,356 5,101

自己株式 △1,050 △1,050

株主資本合計 16,745 16,491

その他の包括利益累計額   

その他有価証券評価差額金 124 78

土地再評価差額金 △2,471 △2,471

為替換算調整勘定 39 21

その他の包括利益累計額合計 △2,307 △2,371

純資産合計 14,438 14,120

負債純資産合計 17,334 16,887
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（２）【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】

【四半期連結損益計算書】

【第２四半期連結累計期間】

  （単位：百万円）

 
前第２四半期連結累計期間
(自　平成27年４月１日
　至　平成27年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自　平成28年４月１日
　至　平成28年９月30日)

売上高 8,716 8,361

売上原価 2,712 2,649

売上総利益 6,004 5,711

販売費及び一般管理費 ※１ 5,754 ※１ 5,677

営業利益 249 33

営業外収益   

受取利息 10 9

受取配当金 7 6

受取家賃 32 34

その他 31 27

営業外収益合計 83 76

営業外費用   

支払利息 2 1

固定資産除却損 0 5

賃貸費用 19 22

その他 4 10

営業外費用合計 27 41

経常利益 305 69

特別利益   

投資有価証券売却益 4 －

特別利益合計 4 －

特別損失   

減損損失 ※２ 28 ※２ 232

投資有価証券評価損 － 1

特別損失合計 28 234

税金等調整前四半期純利益又は税金等調整前四半期

純損失（△）
281 △164

法人税、住民税及び事業税 79 48

法人税等調整額 △0 2

法人税等合計 78 50

四半期純利益又は四半期純損失（△） 202 △215

非支配株主に帰属する四半期純利益 － －

親会社株主に帰属する四半期純利益又は親会社株主

に帰属する四半期純損失（△）
202 △215
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【四半期連結包括利益計算書】

【第２四半期連結累計期間】

  （単位：百万円）

 
前第２四半期連結累計期間
(自　平成27年４月１日
　至　平成27年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自　平成28年４月１日
　至　平成28年９月30日)

四半期純利益又は四半期純損失（△） 202 △215

その他の包括利益   

その他有価証券評価差額金 51 △46

為替換算調整勘定 2 △17

その他の包括利益合計 54 △64

四半期包括利益 256 △279

（内訳）   

親会社株主に係る四半期包括利益 256 △279

非支配株主に係る四半期包括利益 － －
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（３）【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】

  （単位：百万円）

 
前第２四半期連結累計期間
(自　平成27年４月１日
　至　平成27年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自　平成28年４月１日
　至　平成28年９月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー   

税金等調整前四半期純利益又は税金等調整前四半

期純損失（△）
281 △164

減価償却費 71 105

減損損失 28 232

賞与引当金の増減額（△は減少） 120 8

売上債権の増減額（△は増加） 28 76

たな卸資産の増減額（△は増加） 198 0

仕入債務の増減額（△は減少） 5 8

その他 △47 8

小計 686 275

利息及び配当金の受取額 18 16

利息の支払額 △2 △1

法人税等の支払額 △100 △100

法人税等の還付額 6 4

営業活動によるキャッシュ・フロー 609 194

投資活動によるキャッシュ・フロー   

定期預金の預入による支出 △0 △0

定期預金の払戻による収入 7 5

有形固定資産の取得による支出 △100 △161

投資有価証券の取得による支出 △15 △202

投資有価証券の売却による収入 16 －

その他 43 99

投資活動によるキャッシュ・フロー △50 △259

財務活動によるキャッシュ・フロー   

長期借入金の返済による支出 △30 △30

リース債務の返済による支出 △44 △59

自己株式の取得による支出 △0 △0

配当金の支払額 △0 △38

財務活動によるキャッシュ・フロー △74 △127

現金及び現金同等物に係る換算差額 0 △2

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 484 △195

現金及び現金同等物の期首残高 1,902 1,975

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※ 2,387 ※ 1,780
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【注記事項】

（連結の範囲又は持分法適用の範囲の変更）

　　　該当事項はありません。

 

 

（会計方針の変更）

（平成28年度税制改正に係る減価償却方法の変更に関する実務上の取扱いの適用）

　当社及び国内連結子会社は、法人税法の改正に伴い、「平成28年度税制改正に係る減価償却方法の変更に関

する実務上の取扱い」（実務対応報告第32号 平成28年６月17日）を第１四半期連結会計期間に適用し、平成

28年４月１日以後に取得した建物附属設備及び構築物に係る減価償却方法を定率法から定額法に変更しており

ます。

　この変更による当第２四半期連結累計期間の四半期連結財務諸表に与える影響は軽微であります。

 

 

（四半期連結財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理）

　　　　　該当事項はありません。

 

 

（追加情報）

（繰延税金資産の回収可能性に関する適用指針の適用）

「繰延税金資産の回収可能性に関する適用指針」（企業会計基準適用指針第26号　平成28年３月28日）を

第１四半期連結会計期間から適用しております。
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（四半期連結貸借対照表関係）

　　　　　該当事項はありません。

 

（四半期連結損益計算書関係）

※１．販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は次のとおりであります。

 
 前第２四半期連結累計期間
（自 平成27年４月１日

   至 平成27年９月30日）

 当第２四半期連結累計期間
（自 平成28年４月１日
   至 平成28年９月30日）

給料 2,125百万円 2,047百万円

退職給付費用 86 84

賞与引当金繰入額 120 62

賃借料 1,348 1,299

 

※２．減損損失

前第２四半期連結累計期間（自　平成27年４月１日　至　平成27年９月30日）

　当社グループは、減損損失を認識するにあたり、キャッシュ・フローを生み出す最小単位として営業店

舗、共用資産として本社設備等をグルーピングしております。

　減損損失の認識に至った経緯として、昨今の競争激化等により店舗等の収益性が低下しているため、資

産グループの帳簿価額を回収可能価額まで減額し、当該減少額を減損損失（28百万円）として計上してお

ります。

　その内訳は、建物及び構築物20百万円、その他８百万円であります。

　なお、当該資産の回収可能価額は正味売却価額により算定しており、土地については路線価による相続

税評価額に基づき評価し、その他の資産については、処分見込価額としております。

 

当第２四半期連結累計期間（自　平成28年４月１日　至　平成28年９月30日）

場所 用途 種類 金額

大阪府等 店舗及び広告設備 建物及び構築物 34百万円

  土地 8百万円

  その他 1百万円

大阪府等 共用資産 建物及び構築物 1百万円

  土地 4百万円

  リース資産（有形） 26百万円

  リース資産（無形） 59百万円

  その他 95百万円

合　　　　計 232百万円

　当社グループは、減損損失を認識するにあたり、キャッシュ・フローを生み出す最小単位として営業店

舗、共用資産として本社設備等をグルーピングしております。

　減損損失の認識に至った経緯として、昨今の競争激化等により店舗及び共用資産の収益性が低下してい

るため、帳簿価額を回収可能価額まで減額し、当該減少額を減損損失（232百万円）として計上しており

ます。

　なお、当該資産の回収可能価額は正味売却価額により算定しており、重要性の高い土地・建物について

は、不動産鑑定士による不動産鑑定評価額又は調査価格に基づき評価しております。また、その他の土地

については路線価による相続税評価額に基づき評価し、その他の資産については、処分見込価額としてお

ります。
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（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

※　現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸借対照表に掲記されている科目の金額との関係は次のと

おりであります。

 
前第２四半期連結累計期間
（自 平成27年４月１日
至 平成27年９月30日）

当第２四半期連結累計期間
（自 平成28年４月１日
至 平成28年９月30日）

現金及び預金勘定 5,181百万円 4,536百万円

預入期間が３か月を超える定期預金 △2,794 △2,756

現金及び現金同等物 2,387 1,780
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（株主資本等関係）

Ⅰ　前第２四半期連結累計期間（自　平成27年４月１日　至　平成27年９月30日）

　配当金支払額

　　該当事項はありません。

 

Ⅱ　当第２四半期連結累計期間（自　平成28年４月１日　至　平成28年９月30日）

　配当金支払額

（決 議） 株式の種類
配当金
の総額
（百万円）

１株当たり
配当額
（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成28年６月29日
定時株主総会

普通株式 38 2 平成28年３月31日 平成28年６月30日 利益剰余金

 

 

（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ　前第２四半期連結累計期間（自　平成27年４月１日　至　平成27年９月30日）

１．報告セグメントごとの売上高、利益又は損失の金額に関する情報

      （単位：百万円）

 報告セグメント
その他
（注）１

合計
調整額
（注）２

四半期連結
損益計算書
計上額
（注）３ 眼鏡小売 写真館 計

売上高        

外部顧客への売上高 8,291 53 8,344 371 8,716 － 8,716

セグメント間の内部売

上高又は振替高
－ － － 42 42 △42 －

計 8,291 53 8,344 414 8,758 △42 8,716

セグメント利益又は損失

（△）
283 △19 263 △4 259 △9 249

（注）１．その他の区分は、報告セグメントに含まれていない事業セグメントであり、卸売事業等でありま

す。

　　　２．セグメント利益又は損失（△）の調整額は、セグメント間取引消去７百万円、各報告セグメントに

配分していない全社費用△16百万円であります。全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない四

半期連結財務諸表提出会社の費用です。

　　　３．セグメント利益又は損失（△）は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

 

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

（固定資産に係る重要な減損損失）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：百万円）

 眼鏡小売 写真館 その他 全社・消去 合計

減損損失 28 － － － 28
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Ⅱ　当第２四半期連結累計期間（自　平成28年４月１日　至　平成28年９月30日）

１．報告セグメントごとの売上高、利益又は損失の金額に関する情報

      （単位：百万円）

 報告セグメント
その他
（注）１

合計
調整額
（注）２

四半期連結
損益計算書
計上額
（注）３ 眼鏡小売 写真館 計

売上高        

外部顧客への売上高 7,944 55 7,999 361 8,361 － 8,361

セグメント間の内部売

上高又は振替高
－ － － 40 40 △40 －

計 7,944 55 7,999 401 8,401 △40 8,361

セグメント利益又は損失

（△）
103 △23 80 △3 77 △43 33

（注）１．その他の区分は、報告セグメントに含まれていない事業セグメントであり、卸売事業等でありま

す。

　　　２．セグメント利益又は損失（△）の調整額は、セグメント間取引消去６百万円、各報告セグメントに

配分していない全社費用△49百万円であります。全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない四

半期連結財務諸表提出会社の費用です。

　　　３．セグメント利益又は損失（△）は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

 

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

（固定資産に係る重要な減損損失）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：百万円）

 眼鏡小売 写真館 その他 全社・消去 合計

減損損失 121 － － 110 232

（注）「全社・消去」の金額は、報告セグメントに配分していない全社資産に係るものであります。

 

（金融商品関係）

　　　　　該当事項はありません。

 

 

（有価証券関係）

　　　　　該当事項はありません。
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（１株当たり情報）

　１株当たり四半期純利益金額又は１株当たり四半期純損失金額及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

 
前第２四半期連結累計期間
（自　平成27年４月１日
至　平成27年９月30日）

当第２四半期連結累計期間
（自　平成28年４月１日
至　平成28年９月30日）

１株当たり四半期純利益金額又は１株当たり四半期

純損失金額（△）
10円44銭 △11円09銭

（算定上の基礎）   

親会社株主に帰属する四半期純利益金額又は親

会社株主に帰属する四半期純損失金額（△）

（百万円）

202 △215

普通株主に帰属しない金額（百万円） － －

普通株式に係る親会社株主に帰属する四半期純

利益金額又は親会社株主に帰属する四半期純損

失金額（△）（百万円）

202 △215

普通株式の期中平均株式数（千株） 19,409 19,408

　（注）前第２四半期連結累計期間の潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式が存在しないた

め記載しておりません。

　　　　当第２四半期連結累計期間の潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、１株当たり四半期純損失

金額であり、また、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

 

（重要な後発事象）

　　該当事項はありません。

 

２【その他】

　　該当事項はありません。
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
　該当事項はありません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書  

 

平成28年11月11日

愛眼株式会社

取締役会　御中

 

有限責任 あずさ監査法人

 

 
指定有限責任社員
業 務 執 行 社 員

 公認会計士 浅井　　愁星　　印

 

 
指定有限責任社員
業 務 執 行 社 員

 公認会計士 中畑　　孝英　　印

 

当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている愛眼株式会社

の平成28年４月１日から平成29年３月31日までの連結会計年度の第２四半期連結会計期間（平成28年７月１日から平成

28年９月30日まで）及び第２四半期連結累計期間（平成28年４月１日から平成28年９月30日まで）に係る四半期連結財

務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書、四半期連結キャッ

シュ・フロー計算書及び注記について四半期レビューを行った。

 

四半期連結財務諸表に対する経営者の責任

経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連

結財務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務

諸表を作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

 

監査人の責任

当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸表に対

する結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に

準拠して四半期レビューを行った。

四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される

質問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当

と認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

 

監査人の結論

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と

認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、愛眼株式会社及び連結子会社の平成28年９月30日現在の財政状

態並びに同日をもって終了する第２四半期連結累計期間の経営成績及びキャッシュ・フローの状況を適正に表示してい

ないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。

 

利害関係

会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

 

以　上

 

　（注）　１．上記は四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期

報告書提出会社）が別途保管しております。

２．ＸＢＲＬデータは四半期レビューの対象には含まれていません。

 

EDINET提出書類

愛眼株式会社(E03148)

四半期報告書

24/24


	表紙
	本文
	第一部企業情報
	第１企業の概況
	１主要な経営指標等の推移
	２事業の内容

	第２事業の状況
	１事業等のリスク
	２経営上の重要な契約等
	３財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析

	第３提出会社の状況
	１株式等の状況
	（１）株式の総数等
	①株式の総数
	②発行済株式

	（２）新株予約権等の状況
	（３）行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等
	（４）ライツプランの内容
	（５）発行済株式総数、資本金等の推移
	（６）大株主の状況
	（７）議決権の状況
	①発行済株式
	②自己株式等


	２役員の状況

	第４経理の状況
	１四半期連結財務諸表
	（１）四半期連結貸借対照表
	（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書
	四半期連結損益計算書
	第２四半期連結累計期間
	四半期連結包括利益計算書
	第２四半期連結累計期間

	（３）四半期連結キャッシュ・フロー計算書
	注記事項
	セグメント情報


	２その他


	第二部提出会社の保証会社等の情報
	監査報告書

